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地
域
別
教
育
懇
談
会
に

是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

盛
夏
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
後
援
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

過
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
22
年
度

後
援
会
定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
後

援
会
会
長
の
職
を
担
わ
せ
て
戴
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
に
は
、
身
に
余
る

重
責
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
が
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
か
ら

に
は
、
先
輩
諸
氏
の
築
き
上
げ
て
来
ら

れ
た
輝
か
し
き
伝
統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、

誠
心
誠
意
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
後
援
会
は
、
そ
の
目
的
に

「
大
学
の
教
育
方
針
に
則
り
、
大
学
、

学
生
家
庭
と
連
絡
を
緊
密
に
し
て
大
学

を
後
援
し
、
そ
の
興
隆
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
教
養
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。
後
援
会
は
、
こ
の
目

的
達
成
の
た
め
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
子

息
、
ご
息
女
が
、
快
適
な
学
生
生
活
を

送
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
学
生
の
福
利

厚
生
、
学
内
施
設
の
充
実
、
環
境
の
整

５
月
23
日(

日)

午
後
１
時
よ
り
、
大

学
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
平
成
22
年
度

後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

１
号
議
案
「
平
成
21
年
度
事
業
報

告
」、
第
２
号
議
案
「
平
成
21
年
度
決

算
報
告
・
同
監
査
報
告
」、
第
３
号
議

案
「
平
成
22
度
事
業
計
画
」、
第
４
号

議
案
「
平
成
22
年
度
予
算
」
第
５
号
議

案
「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」
は
、
慎
重

４
月
18
日
　
青
森
県
支
部

新
支
部
長
　
田
畑
　
稔（
Ｅ
３
）

５
月
15
日
　
蔵
王
支
部

新
支
部
長
　
荒
木
正
行（
Ｃ
３
）

５
月
16
日
　
栃
木
県
支
部

新
支
部
長
　
佐
藤
　
剛（
Ｓ
４
）

５
月
29
日
　
千
葉
県
支
部

支
部
長
再
任

大
野
裕
一（
Ｍ
３
）

５
月
30
日
　
西
中
国
支
部

新
支
部
長
　
岡
崎
勝
雄（
Ｍ
３
）

６
月
５
日
　
福
島
県
支
部

支
部
長
再
任

村
松
孝
宣（
Ａ
４
）

６
月
６
日
　
新
潟
県
支
部

新
支
部
長
　
石
黒
　
尚（
Ｃ
３
）

審
議
の
上
、
全
て
承
認
さ
れ
、
総
会
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
の
後
援
会
理
事
は
113

名
、
監
事
２
名
と
な
り
ま
す
。
役
員
名

簿
を
３
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
一
般
会
員
は
学

内
見
学
を
実
施
。
学
友
会
館
ホ
ー
ル
で

は
引
き
続
き
新
旧
合
同
で
の
理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
か
ら
の
退
任

理
事
へ
の
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
感
激
の

あ
ま
り
、
学
長
と
握
手
や
抱
擁
を
交
わ

す
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
退
任
理

事
の
皆
様
か
ら
は
記
念
樹
（
平
成
21
年

度
は
ト
ネ
リ
コ
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
）

の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
も
行
わ
れ
、
会
員
及
び
教
職

員
ら
が
大
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

備
、
研
究
活
動
等
へ
の
援
助
、
周
年
事

業
へ
の
協
賛
な
ど
、種
々
の
事
業
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
に
、年
度
ご
と
に
行
っ
て

お
り
ま
す
特
別
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

本
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
の
２
カ
年
事

業
と
し
て
、
自
転
車
４
４
０
台
、バ
イ

ク
１
０
０
台
の
収
容
可
能
な
駐
輪
場
を

都
合
３
カ
所
に
設
置
し
、
こ
の
春
か
ら

使
用
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
大
学
が
進
め
て

い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併

せ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
学
内
環
境

整
備
の
一
助
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
諸

君
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
内
環
境
の
整
備
は

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
世
間
は

と
申
し
ま
す
と
、
経
済
は
一
部
に
復
調

の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
脱
却
仕

切
れ
ず
、
株
価
や
為
替
に
対
す
る
不
安
、

そ
し
て
不
安
定
な
政
情
等
、
混
沌
と
し

た
世
相
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
凶

悪
事
件
や
重
大
事
故
の
発
生
が
見
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
も
年
少
者
の

影
が
見
う
け
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
全
般

に
暗
い
印
象
が
窺
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
今
こ
そ
、
教
育
の
重
要
性
が
問
わ
れ

る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
後
援
会

で
は
、
毎
年
大
学
の
協
力
を
得
ま
し
て
、

支
部
を
中
核
に
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
懇
談
会

は
、
後
援
会
最
大
事
業
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
会
で
は
大
学
の
先
生
方

か
ら
直
に
お
話
し
が
伺
え
、
日
頃
な
か

な
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
学
で
の

勉
学
や
学
生
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る

事
が
出
来
る
な
ど
、
大
学
と
家
庭
と
の

架
け
橋
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
に
お
き
ま
し
て

は
、
学
内
に
「
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
、
学
業
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、

生
活
上
の
悩
み
事
な
ど
幅
広
い
相
談
を

受
け
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
機
会
を

捉
え
て
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
後
援
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
会
役
員
・
理
事
及
び
支
部
役
員

が
心
を
一
に
し
て
、
大
学
と
学
生
家
庭

と
の
架
け
橋
の
一
端
を
担
い
つ
つ
、
そ

の
事
業
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
援
会
の

発
展
の
た
め
、
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

後
援
会
会
長
　
小
林
卓
（
M4
神
奈
川
）

平成22年度

定期総会
を開催

会長に小林 卓氏
が就任
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後
援
会
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
い

つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。皆

様
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
後
援
会
特
別
事
業
の
バ
イ
ク
置
場
・

駐
輪
場
の
設
置
工
事
は
、
お
陰
様
で
完

了
し
、
か
つ
て
の
老
朽
化
し
た
姿
と
は

見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
学
生
諸
君

に
と
て
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
バ
イ

ク
置
場
も
、
今
ま
で
は
足
り
な
く
な
っ

て
不
自
由
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
３
箇

所
新
設
し
、
屋
根
付
き
で
防
音
パ
ネ
ル

を
使
用
し
た
こ
と
よ
っ
て
、
よ
り
安

全
・
快
適
に
出
し
入
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
約
540
台
分

が
整
備
さ
れ
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
経
済
は
今
な
お
厳
し
い

環
境
に
あ
る
一
方
、
技
術
革
新
は
止
ま

る
こ
と
を
知
ら
ず
、
激
烈
な
競
争
が
展

開
さ
れ
、
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
れ
ば
中

国
な
ど
で
は
製
造
業
の
活
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

本
学
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
技
術
環
境
に
あ
っ
て
も
柔
軟
に
対
応

し
得
る
広
い
視
野
を
も
っ
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

日
々
の
授
業
、
実
習
、
研
究
に
お
い
て

は
、
実
践
力
を
重
視
し
た
実
工
学
の
理

念
の
も
と
、
個
々
の
教
員
が
指
導
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
加
え
て
、
例
え
ば

図
書
館
な
ど
を
は
じ
め
多
様
な
情
報
機

能
を
備
え
た
L
C
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将

来
を
担
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
必
読
書
を
親

し
み
や
す
く
紹
介
し
て
、
学
生
諸
君
の

知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
関
心
領
域
を

広
げ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
学
恒
例
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
社
会
に
羽
ば
た

く
た
め
の
自
信
を
つ
け
る
格
好
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
環
境
の
動
向
は
、
今
な
お
厳
し

い
状
態
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
学
の
就
職
指
導
の
取
り
組
み
は
、

大
学
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ
（
大
学
通
信
調

べ
）
で
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
な

ど
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

お
い
て
も
良
好
な
状
況
を
作
り
出
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

夏
季
休
業
中
に
は
、
後
援
会
の
主
催

に
よ
る
地
域
別
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
学
教
員
が
お
子
様
の
成
長

を
直
接
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
本
学
へ
の
ご
理
解
と
ま
す

ま
す
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長 柳澤　章

時
代
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

ご
父
母
の
皆
様
に
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。
日
頃
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
と
れ
て
い
ま
す
か
？
一
人
暮
ら
し

を
さ
せ
て
い
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
自

宅
か
ら
通
っ
て
い
て
も
ほ
と
ん
ど
話
す

機
会
が
な
く
「
授
業
に
つ
い
て
い
け
て

い
る
だ
ろ
う
か
」「
卒
業
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
」「
就
職
活
動
は
ど
う
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
」
等
々
、
ご
心
配
は
尽
き
な
い

と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学

生
相
談
室
な
ど
を
設
置
し
、
学
生
の
勉

学
や
メ
ン
タ
ル
面
に
お
け
る
悩
み
事
な

ど
を
解
決
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま

す
が
、
大
学
と
本
人
に
任
せ
き
り
で
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学
生
と
も
な
れ

ば
一
人
の
大
人
と
し
て
扱
う
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
距
離
を
保
ち
つ
つ

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
教
育
懇
談
会
が
そ
の
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

教
員
と
の
個
別
面
談
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
同
じ
立
場
の
会
員
同
士
と
の
情

報
交
換
も
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

本
学
後
援
会
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
溢
れ
る
こ
の
懇
談
会
に
是

非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平成22年度地域別教育懇談会開催日程一覧（予定）
開　催　日 主　催 開催都市 開 催 会 場 対 象 地 域

9月4日（土） 蔵王支部 山形市 ホテルキャッスル 山形県・宮城県

〃 北陸支部 富山市 富山電気ビルディング 富山県・石川県
福井県

〃 沖縄県支部 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

9月5日（日） 群馬県支部 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県

〃 茨城県支部 水戸市 ホテルテラスザガーデン水戸 茨城県

〃 千葉県支部 千葉市 京葉銀行文化プラザ 千葉県

〃 山梨県支部 笛吹市 ホテル春日居 山梨県

9月11日（土） 岩手県支部 花巻市 湯の杜ホテル志戸平 岩手県

〃 長野県支部 長野市 ホテル信濃路 長野県

〃 本部（九州） 福岡市 ホテル東急ビズフォート博多 九州

9月12日（日） 本部（四国） 松山市 ホテルＪＡＬシティ松山 四国

〃 本部（北海道）札幌市 未定 北海道

9月18日（土） 福島県支部 郡山市 清稜山倶楽部 福島県

〃 静岡県支部 静岡市 清水テルサ 静岡県

9月19日（日） 栃木県支部 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県

9月25日（土） 青森県支部 青森市 青森国際ホテル 青森県

〃 秋田県支部 秋田市 協働大町ビル 秋田県

9月26日（日） 新潟県支部 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県

〃 東海支部 名古屋市 金山ワシントンホテルプラザ 愛知県・岐阜県
三重県

〃 西中国支部 山口市 ホテルニュータナカ 広島県・山口県
東中国支部 島根県・岡山県

鳥取県

10月3日（日） 近畿支部 尼崎市 尼崎市立小田公民館 大阪府・兵庫県
京都府・奈良県
和歌山県・滋賀県

〃 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県
神奈川県

※開催日及び会場は、都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支部のな
い地域は本部）より各会員宅に郵送されますので、そちらでご確認ください。

是非ともご参加下さい！

地域別教育懇談会
開催のお知らせ
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顧問 星　 新作 元会長 埼玉県

〃 森川大成 元会長 三重県

〃 中野秀次郎 元会長 宮城県

〃 佐藤宗一 元会長 山形県

〃 沼尻芳治 元会長 埼玉県

〃 原田敬司 元会長 東京都

〃 秋葉一彦 元会長 東京都

〃 冨永京太郎 元会長 東京都

〃 金城英三 元会長 沖縄県

〃 神山英一 元会長 岩手県

〃 田川鋭治 元会長 静岡県

〃 佐藤建夫 元会長 埼玉県

〃 佐藤登美雄 元会長 香川県

〃 滝口和喜 元会長 山形県

〃 寺嶋佳章 元会長 東京都

〃 窪田政幸 元会長 兵庫県

〃 佐伯みち子 元会長 東京都

〃 川島敬司 元会長神奈川県

〃 小笠原康雄 元会長 新潟県

〃 鳥取雄治 前会長 岡山県

相談役 柳澤　章 学長

藤田則夫 総務部長

会長 ㋚ 小林　卓 M4 神奈川県

副会長 地○ 降旗一善 A4 長野県

〃 地 村松孝宣 A4 福島県

〃 ㊕㋚ 出井栄一 M3 埼玉県

総務 地 大髙史雄 A4 静岡県

〃 廣戸裕之 A4 島根県

〃 林　祐司 総務課長

財務 地 堀田雅人 C4 秋田県

〃 地 大野裕一 M3 千葉県

〃 磯　雄二 経理課長

監事 特 小沼真一 M3 群馬県

〃 地 荒木正行 C3 山形県

理事 安達洋行 M4 群馬県

〃 粂川悦子 M4 栃木県

〃 坂井浩之 M4 新潟県

〃 地 佐藤聖一 M4 群馬県

〃 地 佐藤　透 M4 岩手県

〃 特 杉田秀樹 M4 埼玉県

〃 サ 孰賀喜代子 M4 神奈川県

〃 松田好弘 M4 新潟県

〃 池端幾子 S4 茨城県

〃 小林　豊 S4 秋田県

〃 特 坂入正治 S4 茨城県

〃 特地 佐藤　剛 S4 栃木県

〃 古山謙二 S4 栃木県

〃 涌井吉成 S4 新潟県

〃 合津力雄 E4 福島県

〃 遠藤敏子 C4 千葉県

〃 地 杉下美也子 C4 岐阜県

〃 原田正則 C4 福島県

〃 安藤三春 A4 静岡県

〃 伊藤一恵 A4 岐阜県

〃 澤野利春 A4 石川県

〃 特地 髙野幸夫 A4 山梨県

〃 中尾勝彦 A4 兵庫県

〃 中山謙次 A4 大阪府

〃 地 道上　勉 A4 石川県

〃 特 井出　明 M3 神奈川県

〃 犬飼　晃 M3 長野県

〃 地 岡�勝雄 M3 山口県

〃 小林武彦 M3 長野県

〃 齊藤朋恵 M3 群馬県

〃 地 城間良則 M3 沖縄県

〃 宮城調春 M3 埼玉県

〃 �田健一 M3 茨城県

〃 遠藤正義 S3 宮城県

〃 サ 杉田　薫 S3 東京都

〃 サ 松井夕美子 S3 埼玉県

〃 鈴木政文 E3 福島県

〃 高橋　勇 E3 岩手県

〃 地 田畑　稔 E3 青森県

〃 中村晴江 E3 岩手県

〃 山田正則 E3 栃木県

〃 地 石黒　尚 C3 新潟県

〃 伊藤美保子 C3 秋田県

〃 金谷明美 C3 富山県

〃 特 曾根美知子 C3 千葉県

〃 髙�恵子 C3 茨城県

〃 上地千賀子 A3 青森県

〃 石井昭一 A3 千葉県

〃 小泉　元 A3 静岡県

〃 小木田美代子 A3 秋田県

〃 小橋徳夫 A3 富山県

〃 島袋礼子 A3 沖縄県

〃 髙田美知雄 A3 茨城県

〃 特 高橋佳男 A3 栃木県

〃 髙安教子 A3 千葉県

〃 特 武知美穂 A3 愛媛県

〃 田中信二 A3 山梨県

〃 西本仁美 A3 奈良県

〃 石井文子 M2 千葉県

〃 北原一彦 M2 山梨県

〃 齋藤　智 M2 山形県

〃 佐々木麻貴子 M2 岩手県

〃 佐々木晃久 M2 秋田県

〃 丹野雅貴 M2 山形県

〃 中島悦子 M2 岐阜県

〃 渡邉正一 M2 福島県

〃 浅井明美 S2 群馬県

〃 吉田磨美 S2 福島県

〃 桑原金一 E2 群馬県

〃 後藤忠男 E2 広島県

〃 矢口　晴 E2 新潟県

〃 特 姉�由美 C2 埼玉県

〃 石井　幸 C2 山形県

〃 小林貞浩 C2 沖縄県

〃 榊間敦子 C2 岐阜県

〃 佐々木明子 C2 青森県

〃 佐々木定勝 C2 秋田県

〃 長岡喜市 C2 山形県

〃 サ 赤羽　学 A2 栃木県

〃 上野敬恭 A2 北海道

〃 工藤幸春 A2 青森県

〃 特 小坂幹雄 A2 長野県

〃 小平敬治 A2 長野県

〃 木次順子 A2 島根県

〃 齊藤直美 A2 青森県

〃 田代公男 A2 静岡県

〃 津田泰二 A2 富山県

〃 中濵淳一 A2 愛媛県

〃 平野秀明 A2 岩手県

〃 古屋　隆 A2 東京都

〃 サ 佐藤京子 L2 東京都

〃 長谷川琴恵 L2 茨城県

〃 特 富田重直 M1 埼玉県

〃 石崎弘子 P1 神奈川県

〃 特 谷中良教 S1 神奈川県

〃 長谷川正 C1 鳥取県

〃 黒田由美子 A1 山口県

〃 岸　安江 A1 岡山県

〃 須賀富規子 A1 奈良県

〃 福士晃昭 A1 青森県

〃 保坂和広 A1 山梨県

〃 山形弘司 A1 島根県

〃 冨木田笑子 L1 香川県

〃 �田秀明 L1 兵庫県

〃 渡邉　修 L1 東京都

事務局 飯島貴子 総務課員

平成22年度後援会役員名簿（敬称略）

M（機械工学科）、P（ものづくり環境学科）、S（創造システム工学科）、E（電気電子工学科）、C（情報工学科）、A（建築学科）、L（生活環境デザイン学科）
地＝地方事業委員（支部長）　　特＝特別事業委員　　サ＝サービスセンター連絡協議会委員
○印＝委員長、サービスセンター役員

後援会担当
部長



平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日
（
月
）
後

援
会
会
報
八
十
三
号
発
行

三
月
二
十
日
（
土
）
学
位
記
授
与
式

（
後
援
会
よ
り
卒
業
生
に
記
念
品
贈

呈
―
シ
ス
テ
ム
手
帳
）（
大
学
院
修

了
生
に
記
念
品
贈
呈
―
修
士
課
程
に

は
電
波
目
覚
ま
し
時
計
、
博
士
課
程

に
は
名
刺
入
れ
）

三
月
二
十
五
日
（
木
）
教
職
員
退
職
者

送
別
会

三
月
二
十
八
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス

三
月
三
十
日
（
火
）
会
報
新
入
学
記
念

特
集
号
発
行

三
月
二
十
七
日
（
土
）
～
四
月
一
日

（
木
）
健
康
診
断

平
成
二
十
二
年
度

四
月
二
日
（
金
）
入
学
式
（
後
援
会
よ

り
新
入
生
に
記
念
品
贈
呈
―
男
子
に

は
ネ
ク
タ
イ
、
女
子
に
は
ス
ト
ー

ル
）、
後
援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く

会
四
月
七
日
（
水
）
授
業
開
始

四
月
十
日
（
土
）
監
査

四
月
十
一
日
（
日
）
役
員
会
、
理
事
会
、

特
別
事
業
委
員
会
、
銓
衡
委
員
会

四
月
十
七
日
（
土
）
春
の
ぽ
か
ぽ
か
こ

ん
さ
ぁ
と
（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）

四
月
十
八
日
（
日
）
青
森
県
支
部
総
会

（
青
森
国
際
ホ
テ
ル
）

五
月
十
五
日
（
土
）
蔵
王
支
部
総
会

（
滝
の
湯
ホ
テ
ル
）、
工
友
会
総
代
会

五
月
十
六
日
（
日
）
栃
木
県
支
部
総
会

（
ホ
テ
ル
丸
治
）

五
月
二
十
日
（
木
）
新
入
生
歓
迎
講
演

会
（
マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
・
麦
芽
・

360

°
モ
ン
キ
ー
ズ
）

五
月
二
十
日
（
木
）
～
二
十
一
日
（
金
）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
審
査

五
月
二
十
二
日
（
土
）
体
育
祭

五
月
二
十
三
日
（
日
）
定
期
総
会
、
銓

衡
委
員
会
、
理
事
会
、
新
旧
理
事
歓

送
迎
会

五
月
二
十
八
日
（
金
）
学
生
総
会

五
月
二
十
九
日
（
土
）
千
葉
県
支
部
総

会
（
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
）、

㈱
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

五
月
三
十
日
（
日
）
西
中
国
支
部
総
会

（
ホ
テ
ル
エ
ソ
ー
ル
広
島
）
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後
援
会
行
事
抄

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

六
月
五
日
（
土
）
福
島
県
支
部
総
会

（
ホ
テ
ル
華
の
湯
）、
宮
代
会
幹
事
会

六
月
六
日
（
日
）
新
潟
県
支
部
総
会

（
赤
倉
山
荘
）

六
月
十
二
日
（
土
）
新
役
員
と
大
学
執

行
部
と
の
顔
合
わ
せ

六
月
十
九
日
（
土
）
新
任
理
事
研
修
会

六
月
二
十
日
（
日
）
支
部
連
絡
協
議
会

六
月
二
十
九
日
（
火
）
学
園
協
議
会

（
学
園
創
立
記
念
日
一
〇
三
周
年
）

七
月
二
日
（
金
）
役
員
会
（
大
原
温
泉
）

七
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）
理
事

会
、
宮
代
会
総
会
（
湯
の
花
温
泉
）

七
月
十
日
（
土
）
現
職
教
職
員
の
集
い

七
月
十
一
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

４
月
２
日
（
金
）
の
入
学
式
終
了
後
、
14
号

館
１
階
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
室
に
お
い
て
「
後

援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
鳥
取
会
長
（
当
時
）
か
ら
の
ご
挨
拶
、
藤

田
総
務
部
長
よ
り「
大
学
と
後
援
会
の
あ
ゆ
み
」

に
つ
い
て
画
像
を
使
っ
て
の
説
明
、
学
修
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
案
内
、
最
後
に
柳
澤
学
長

か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
200
名
近
く
の
新
入
会
員
の
皆
様
が
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

６
月
19
日（
土
）、
大
学
に
お
い
て

「
新
任
理
事
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
22
年
度
の
新
任
理
事
44
名
の

内
23
名
が
出
席
し
、
大
学
と
後
援
会
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

学
内
見
学
を
終
え
、懇
親
会
で
の
自
己

紹
介
で
は
、素
晴
ら
し
い
施
設
設
備
に

「
自
分
が
こ
の
大
学
で
学
び
た
い
く
ら
い

だ
」と
い
う
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
年
も
意
欲
溢
れ
る
新
任
理
事
の
皆

様
が
就
任
さ
れ
、
本
会
活
動
の
さ
ら
な

る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

６
月
20
日（
日
）、大
学
学
友
会
館
会
議

室
に
お
い
て「
支
部
連
絡
協
議
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。夏
季
休
暇
中
に
実
施
さ
れ

る「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
に
つ
い
て
、

各
支
部
の
活
動
状
況
を
発
表
し
、
準
備

内
容
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

各
支
部
と
も
、一
人
で
も
多
く
の
会
員

に
参
加
い
た
だ
く
た
め
、ま
た
参
加
い
た

だ
い
た
会
員
に
満
足
い
た
だ
け
る
懇
談

会
と
す
る
た
め
に
、
工
夫
と
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
後
援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
会
」
を
開
催

支 部 連 絡 協 議 会

新任理事研修会


